
 
 

 
 

2023 年度 事業報告（ 要約）  

一般財団法人北海道電気保安協会 

 

2023 年度の北海道の経済状況は、個人消費が物価上昇の影響を受けているものの

着実に増加しており、観光についてもコロナ禍からの回復の状況が続いています。生産活動

は、横ばい圏内ながら弱い動きとなっていますが、民間設備投資は穏やかに持ち直すなど、

全体としては、持ち直しの動きが継続しています。先行きについては、厳しい状況が続く国際

情勢を背景とする、エネルギーや原材料価格の動向、人手不足など、国内外の社会情勢

や経済動向を十分注視する必要があります。 

一方、社会・経済の諸活動において脱炭素化やデジタル化が進展する流れの中、再生

可能エネルギーの利用拡大、DX 推進や生産性向上を図る投資の動きが活発になってい

ます。北海道においても、ラピダス社を中核とした半導体拠点の整備や洋上風力等の再生

可能エネルギーの導入拡大等が進められ、電気設備の新設・更新、設備保安の効率化、

電力消費量・コスト削減などへのニーズの高まりが期待されています。 

調査事業では、北海道電力ネットワーク株式会社から受託している一般用電気工作物

の定期調査（ 一般家庭・商店等の電気設備の定期点検） は、着実な業務の遂行に努

め、約 98 万件（ 計画比 100 . 4％、前年度比 101 . 0％） の実施となりました。 

保安事業では、自家用電気工作物を設置しているお客さまから受託している保安管理

業務は、60 軒増加の23 , 429 軒（ 前年度比 100 . 3% ） となりました。再生可能エネル

ギー発電所（ バイオマスを除く） の受託数では、太陽電池発電所や風力発電所などは前

年度比 6 軒減の372 軒となり、バイオマス発電所については前年度と同数の79 軒となり

ました。加えて、系統に接続する大型蓄電所や電気自動車向けの充電スタンドなどGX 関

連の業務が今後増加することも見込まれます。また、2023 年 2 月から開始した電気設備

リース事業については、2023 年度から本格的に老朽化設備の更新対策として見積書の

提出を行い、11 軒が契約開始となりました。 

これらのお客さまの増加に対応するため、積極的な新卒採用と、電気主任技術者資格

取得指導を強化するとともに、保安管理業務従事者に必要な実務経験年数の短縮を可

能とする講習の受講などにより、保安業務従事者の確保と育成に努めています。 

公益広報事業では、お客さま訪問や街頭キャンペーンなどの対面による活動の充実を図

ったほか、自治体防災施設の安全点検などに取り組みました。さらに、日常業務を通じた電

気の適切かつ安全な利用及びエネルギーの合理的な使用の啓発・周知活動、電気・省エ



 
 

 
 

ネ相談などの諸活動、さらに、X（ 旧 Tw itter） の活用、テレビコマーシャル放映や「ビジネ

ス EXPO」への出展などの啓発活動を実施したことにより、2023 年度の公益目的支出額

は1 億 18 百万円（ 計画比 133 . 5％、前年度比 104 . 0％） となりました。 

また、新サービスの実施可能性を探るため、「電気自動車総合サポートサービス」の検討

に向けた実証試験を実施したほか、AI 導入による効率化の検討をすすめました。さらに、女

子カーリングチーム「フォルティウス」のサポートなど地域スポーツの振興を通じた社会貢献に

努めています。 

以上の事業活動により、2023 年度事業収入は 2022 年度を上回ることができ、法人

税等を差し引いた当期一般正味財産増減額は4 億 42 百万円となりました。 

これからも電気保安の確保を通じて地域社会の発展に貢献してまいります。 


